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イントロダクション

●当社におけるICT化の取組みについて

• 1. 「臨港バスホームページ」の公開。（2000年～）

• 2. 時刻表経路検索「臨港バスダイヤナビ」の公開。（2005年12月～）

• 3. バスロケーションシステム「臨港バスナビ」の公開。（2008年3月～）

• 4.「臨港バスナビ」主要停留所に案内表示機設置。（2009年3月～）

• 5.「臨港バスナビ」スマートフォン対応化。（2014年3月～）

• 6．高速バスの車内に「デジタルサイネージ」の設置。（2016年3月～）

• 7.「臨港バスダイヤナビ」スマートフォン対応化。（2016年7月～）

• 8．路線バスの車内に「デジタルサイネージ」の設置。（2016年9月～）

• 9.「臨港バスホームページ」のリニューアルおよびスマートフォン対応化。（2017年3月～）

• 10.「臨港バスナビ」多言語化対応（英語）の案内表示機設置。（2017年3月～）
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ICT化の取組み事例

●臨港バスホームページ（2017年3月リニューアル・ＰＣサイト）

1. トップページ 2. のりば案内
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ICT化の取組み事例

●臨港バスホームページ（2017年3月リニューアル・スマートフォンサイト）

3. トップページ 4. のりば案内
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1. トップページ 2. 路線図
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ICT化の取組み事例

●臨港バスダイヤナビ（時刻表経路検索・ＰＣサイト）



ICT化の取組み事例

●臨港バスダイヤナビ（時刻表経路検索・ＰＣサイト）

3. 時刻表検索結果 4. 経路検索結果
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2. 時刻表検索結果 3. 経路検索結果

ICT化の取組み事例

●臨港バスダイヤナビ（時刻表経路検索・スマートフォンサイト）

1. トップページ
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ICT化の取組み事例

●臨港バスナビ（バス運行情報検索）【Vol.1】

1. ＰＣサイト 2. スマートフォンサイト
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ICT化の取組み事例

●臨港バスナビ（バス運行情報検索）【Vol.2】

3. 案内表示機（LED） 4. 案内表示機（タブレット・多言語化対応）
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ICT化の取組み事例

●バス車内に「デジタルサイネージ」の設置

1. 高速バス車内 2. 路線バス車内
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情報のオープンデータ化に関する取組み

●当社における現状について

• 1. 主要コンテンツプロバイダ各社へのデータ提供

→ 近日中に主要各社すべてへの対応化。（予定）

• 2. 主要コンテンツプロバイダ各社からWEB検索サイトへの情報提供

→ 当社からの直接的な提供作業は不要。（Yahoo!、Google等）
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情報のオープンデータ化に関する取組み

●データ公開のメリット・リスク等について

• 1. メリット

（1）データのオープン化により、利用者の増加が期待できる。

（2）誰でもWEB上から当社データを取得することが可能となり、効果的

な活用が期待できる。

（3）複数のコンテンツプロバイダーにデータを提供する場合、現在の個

別対応から、提供先の集約化（情報基盤管理等）が期待できる。
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• 2. リスク

（1）誰でもデータ取得が可能となるため、どのような目的で使われる

か等の把握が困難になる。

（2）データが常に最新のものであるか、管理ができない。

• 3. コスト

事業者負担の軽減を期待。

情報のオープンデータ化に関する取組み

●データ公開のメリット・リスク等について
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情報のオープンデータ化に関する取組み

●データ公開における課題について

• 1. データは最新であることが望ましいが、どれくらいの頻度で更新す
るか。また、過去データをどのくらいまで公開するか。

• 2. ビジネス化されている領域でのオープンデータ化のあり方や、将来
的な取組みの方向性について、十分な検討が必要。

• 3. その他、データ公開後に発生する予期せぬ課題・問題等。
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今後の取組みについて

●オリンピック・パラリンピックに向けた取組み

• 多言語化の対応

（1）ホームページ、時刻表検索サイト等。

（2） バス運行情報検索「臨港バスナビ」案内表示機。（一部実施済）

（3）バス車内「デジタルサイネージ」。（一部実施済）

※ 現状では英語標記のみ。→ 4か国語対応は今後の課題。

（4）車内放送。（一部実施済）

※ 高速バスは2/3の路線で4か国語対応実施。残りの路線と一般路線バスは未対応。

（5）バス行先および停留所標識の表記類。（一部実施済）

※ バスの行先は英語表記あり。停留所は順次英語表記の対応化を実施。
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